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南小泉周辺の地盤

・丘陵地･････旧仙台市街地の北、南、西
側周辺地域：

岩盤（軟岩）
・段丘･･･････旧仙台市街地、七北田川・

広瀬川・名取川沿い：

薄い礫層（下に岩盤）
・沖積平野･･旧仙台市街地東側：(南小泉）

地形から自然堤防、後背湿地，浜堤
最上部は軟弱な砂・粘土
（岩盤が深い）

・宅地造成地･･丘陵地を改変：
人工地盤（一部、盛土・埋め土）

仙台市の地盤図

仙台市の東西方向の地質断面図*

* 「水文環境図 仙台平野（1/20万）」（（独）産業技術総合

研究所地質調査情報部発行）より転載
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南小泉付近の地盤構成

ゆれやすい地盤

南小泉

南小泉付近には山から運ばれ
た砂礫が分布します



南小泉付近の地盤構成とゆれの特徴

南小泉付近には厚さ30～40m
位の厚さの砂・礫層が分布し、
揺れやすい


